
ヒューマンアセスメントのご提案 
（ビジネスリーダー研修を通じて、知らない自分の再発見） 

１．ヒューマンアセスメントとは、 
人事処遇上、昇進、昇格、異動、人材育成等において社員の能力・資質の把握が必要になったとき、 

その判断材料を提供するために行う人材評価のことです。 

そのため、少しでも「合理性」と「客観性」を持たせ、公正・公平な人事に資することがヒューマンアセスメ 

ントへの思いであり、アセスメントに課せられた課題です。 

 

２．ヒューマンアセスメントの必要性 
経営環境が変化し、終身雇用・年功序列などの見直し、組織のフラット化、ポストの減少等のなかで、 

管理者としての評価や役割行動が厳しく問われ、能力や適性がより重要視されるようになっています。 

職務を通じて達成した結果は短期的には賞与・昇給などで直接的に報いますが、中長期的観点では、

個々人に対する役割期待の可能性を測り、公正な処遇、適正な配置、人材の育成などにつなげていき、

組織力の強化に結びつけることも重要です。 

このような状況のなかで、成果の把握と本人の業務への適性やマネジメント能力などを、客観的かつ 

多面的・合理的に把握する必要が高まってきています。 

 

３．ヒューマン・アセスメントの活用目的 
１）育成・能力開発（Development）  参加者の相互啓発と能力開発のターゲットの明確化 

２）選抜・任用（Selection）  目的職務、役割への登用若しくは適合性の認知 

３）適性・特性診断（Inventory） 能力の特性判断、適合性の認知（人事考課の検証） 

採用・配置・昇進・教育訓練・適性診断などの目的と、対象者の階層（リーダー～管理職）などにより、

柔軟に設計・運用します。 



ビジネスリーダー研修とアセスメントのフォロー 

 

ビジネスリーダー研修 

 

 

・リーダーシップ 

＆部下育成 

 

・アカウンティング(会計） 

 

・マーケティング 

 

・事業戦略構築 

 

・ワークショップ 
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アセスメント 
報告書 

 
１．全体講評 
  総合評価 
  評価一覧表 
分布チャート 

 
２．個人別 

レポート 
 

◆社風・社員意識の傾
向値の把握が可能 

◆将来を担う幹部の課
題と育成ポイントの
把握が可能 

◆本人の能力特性、適
性の認知(人事考課
の検証）が可能 

◆本人の自己啓発、能
力開発への動機づけ
が可能 



ヒューマンアセスメント状況設定とディメンジョン≪例：課長クラス≫ 

課長クラス 
（ミドルマネジメント） 

 

期待役割 

上位方針・目標を受け、現状分析に基づく方針
を策定し、経営資源を活用して、自らの能力を発
揮して課題を達成する。 

 

 

 

ディメンジョン 

部長クラス 

課長クラス 

主任・係長 
クラス 

一般社員 

Ａ．個人的特性 

１．イニシアティブ ２．バイタリティー 

３．ストレス耐性 ４．自主独立性 

Ｂ．対人関係能力 

１．主導性 ２．説得力 

３．柔軟性 ４．感受性 

Ｃ．意思決定能力 

１．情報把握力 ２．分析力 

３．策定力 ４．決断力 

Ｄ．業務処理能力 

１．計画力 ２．人材活用力 

３．コントロール 

５．表現力 

５．創造思考 



株式会社 未来戦略経営研究所 
FUTURE STRATEGIC MANAGEMENT INSTITUTE,INC. 

＜アセスメント報告書（例）＞ 

能力アセスメント 

実施報告書 

○○○○ 株式会社 御中 

 

  平成○年○月○日  

自立するための行動を発揮させる             

専門性の高い参加者が多いだけに、企業経営知識の習得とマネジメントス
キルの学習を新鮮な気持ちで受け止めていました。これによって、最後まで研
修に対する真摯な取り組み姿勢が確認されました。 

他企業の同階層と比較しても大変素直な姿勢での取り組みが認められます
。特に学習意欲や理解力、ケース研究の処理能力などの高さが顕著でした。た
だし、別の側面から見ると単なる経営スキルの習得や管理力の強化研修として
受け止めたため、「自己認知」「自己開発」「自己主張」といった側面につな
げるような意識が弱く（あまり確認されなかった）、研修を通して「自立」す
ることに意識的に取組むといった視点が見え難くこの点の物足りなさが残りま
した。 

取り組み姿勢は真面目であり、時間管理もよく実践されていました。しか
し、「何を着地点とするのかを自分で決める意思決定力」の行動発揮が弱かっ
た点が確認されました。今後はこれまでの研修内容の応用編として「目標を設
定し、どう実現していくか計画を練り、これを実践するための実行シナリオを
策定し、実現するために関係者を巻き込み、動機付けして確実に前進させてい
く実践力を発揮する事」が求められます。リアルステージでの活躍のためには
、具体的にどう動き出すのかといった行動力が必要となるため、ＯＪＴや実践
的な研修（トレーニング）などの能力開発の継続が必要と考えられます。 

関係者を巻き込んで問題を解決する            

グループ演習では話し合いを通してコンセンサスは得られていた様子でし
たが、メンバーに対して積極的に発言を促したり、質問を投げかけて発言の少
ないメンバーを巻き込んだりといった行動はあまり確認されませんでした。他
者や集団を動かしていくことがまだ不馴れであるためと予想されますが、今後
管理者としての活動が期待されるメンバーであるため、早急に「対人関係能力
」を中心にした能力フィールドの能力強化・補強が必要と考えられます。 

「ビジネスリーダー研修」能力アセスメントのご報告書 

■演習行動からの所見   

本質を逸らす事なく葛藤処理していく面接対話を増やす    

仕事柄、個々の専門性が高い場合には、上司とのコミュニケーションの機
会が少なくなる傾向があります。そこで、この報告書をもとに話し合いの機会
を作り、参加者の気付き・スキルアップにつなげていくことが必要です。 

個人がコツコツと業務を処理していくスタイルが行動習慣＝慣れとなって
いるためか、研修前半ではチームプレーで作業を進める際に、柔軟に状況対応
を発揮できない場面が確認されました。後半にかけては話し合いを深めたこと
で、チームで作業を進め全体でコンセンサスを得た結果を出すことが出来てき
ましたので、この動き方を今後も職場で再現し発揮してほしいと考えます。そ
のためには、職場で話し合いを深める機会を持つ事が肝要と考えます。 
せっかく話し合いを深めることの重要性を研修体験から身に付けたにもか

かわらず、職場での会話がなくてはこのようなスキルを発揮することが難しく 



アセスメント評価一覧表（イメージ） 
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1 山田〇〇 3.5  4.0  3.5  11.0  4.0  3.5  3.5  11.0  3.5  3.5  3.0  3.0  13.0  35.0  

2 元秋〇〇 4.0  3.5  3.5  11.0  3.0  3.0  3.5  9.5  3.5  4.0  3.5  3.0  14.0  34.5  

2 松本〇〇 3.5  4.0  3.5  11.0  3.5  3.5  3.5  10.5  3.5  3.5  3.0  3.0  13.0  34.5  

2 斉藤〇〇 4.0  3.5  3.5  11.0  3.0  4.0  3.5  10.5  3.5  3.5  3.0  3.0  13.0  34.5  

5 藤井〇〇 3.5  3.5  3.5  10.5  3.5  3.5  3.5  10.5  3.5  3.0  3.0  3.0  12.5  33.5  

5 川島〇〇 3.5  3.5  3.5  10.5  3.5  3.5  3.5  10.5  3.5  3.0  3.0  3.0  12.5  33.5  

7 香山〇〇 3.5  3.5  3.0  10.0  3.5  3.5  3.5  10.5  3.5  3.0  3.0  3.0  12.5  33.0  

8 黒澤〇〇 3.5  3.5  3.0  10.0  3.5  3.0  3.5  10.0  3.5  3.0  3.0  3.0  12.5  32.5  

9 池上〇〇 3.5  3.5  3.0  10.0  3.0  3.0  3.0  9.0  3.5  3.0  2.5  3.0  12.0  31.0  

9 山本〇〇 3.5  3.0  3.5  10.0  3.5  2.5  3.0  9.0  3.5  3.0  3.0  2.5  12.0  31.0  

11 望月〇〇 3.0  3.5  3.0  9.5  3.0  3.0  3.0  9.0  3.5  3.0  2.5  3.0  12.0  30.5  

12 玉野〇〇 3.0  3.5  2.5  9.0  3.0  3.0  3.5  9.5  3.0  2.5  3.0  3.0  11.5  30.0  

12 津田〇〇 3.0  3.5  2.5  9.0  3.0  3.5  3.0  9.5  3.0  2.5  3.0  3.0  11.5  30.0  

14 伊藤〇〇 3.0  3.5  2.5  9.0  2.5  3.0  3.0  8.5  3.0  3.0  3.0  2.5  11.5  29.0  

14 阿部〇〇 3.0  3.5  3.0  9.5  2.5  3.0  3.0  8.5  3.0  2.5  3.0  2.5  11.0  29.0  

全体平均点 3.4  3.5  3.1  10.1  3.2  3.2  3.3  9.7  3.4  3.1  3.0  2.9  12.3  32.1  

強点： 啓発点： 
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＜個人別評価（例）＞ 


